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20260118 _「なぜヒトだけが幸せになれないのか」(小林武彦 生物学者)                                     小笠原 

 

私（本の選者）はときに、人は幸せになるために生まれてきたはずなのに、なぜそうはならないんだろう、と思うことがあります。 

ただし、著者によると我々は偶然の産物で、生物学的には目的を持って生まれたわけではない。 

・「生物に生きる目的は元々ない。あるのは進化のプログラムだけ」(P27) 

 

偶然の産物が、何十億年、700 万年、20 万年かけてヒトとなり、現在の体と脳を獲得し、社会性を持ち、生きているということ

でしょうか。 

※ヒト： human=ホモサピエンス（生物学的に「我々」を示す用語） 

 

著者の幸せの定義 

 

生物学者である著者は、生物学的な幸せを以下と定義します。 

「幸せ＝死から遠ざかる距離が大きい」 

 

著者のこの定義に素直に賛同する必要はないと思いますし、違和感を覚える人もいるのではないかと思います。 

でも、この本をヒントに、「ヒト」および「幸せ」について、たまに考えてみるのもよいかも。（そもそも、自分自身が本の主題の当

事者ですし） 

 

著者は「幸福感を得られにくい」要因として、例えば、以下などを挙げています。 

遺伝子と環境のミスマッチ： 

ヒト自体の遺伝子は変わらない。一方、社会構造や生活環境はテクノロジーの進歩により劇的に変化。 

自分たちが人工的に作りだした生活環境に適応できずに、もがいている(P94)。 

農耕後の格差発生： 

格差により、集団内での必勝幸せパターン(狩猟時代の)が、現代社会に合わなくなってきた(P108)。（格差が生じ、「みんなが

幸せになれる社会を作ろう」が、実際にはお題目化？ 

 

＝＝以下、雑感です＝＝ 

ヒトはここまで生き延びてきた過程で獲得した特質（遺伝子）により、際限なくテクノロジーを発展させ、結果、なんとなく幸せか

ら乖離してしまったのか。（動物は必要以上に他の動物を襲いませんが、ヒトはねー） 

 

我々の祖先（猿人）は、簡単に言えば、やむを得ず木から降り立ったチンパンジー。（P3 にマンガあり） 

例えば構造的なことを言えば、この時点から「腰痛」という宿命を負い、これから逃れることはできません。 

つまり、ヒトとして、我々は逃れられない特質を持っている。 

 

木から降りた我々の祖先は、地上では、野獣などに襲われる弱い存在であり、生き延びるため（喰われないため）には、群れを

作る（社会性）、道具で立ち向かう（テクノロジー）、コミュニケーション能力を持つ（言語）と進化せざるを得なかった。（逆にいう

と、そのようにして生き延びてきたマレな種がヒト、我々。） 

 

コミュニケーションに関していえば、ヒトの認知的限界は約 150 人（ダンバー数（Dunbar's number）理論）と言われています。

狩の時代の小集団から、農耕による定住後の集団、部族、国家単位、サイバー空間へと、我々は認知限界を超えた世界に住

んでいます。それも「幸福感を得られにくい」要因なんでしょうか。 

 

話変わって、以前私は、ヒトは「食べ物」を求めて、アフリカから各大陸に拡散したと考えていました。 

でも、最近は「ヒトの好奇心」がそうさせたと思うようになってきました。著者がいうように、「移動が得意で好奇心旺盛なグルー

プが生き残った」(P71)ということかも。 

で、原子力を作り、宇宙にロケットを飛ばし、遺伝子組み換えまでしているんでしょうね。  
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●各章概要（自分流です） 

1 章 進化から見た生き

ものの幸せ 

・生物は進化の過程で偶然誕生 

 生物に生きる目的は元々ない。あるのは進化のプログラムだけ。(P27) 

・生きている理由（はじめにから）  

 野生：「生存本能」（個体の生き残り）、「先祖が生殖に成功」（集団の生き残り） 

 ヒト： 上記に加え、「生きるモチベーション」＝「幸せであること」を希求 

・幸せ 

野生の生き物： 「食べることができること」、「喰われないこと」 →「生きていられること」 

社会性を持つ生きもの：さらに、「仲間が生きられること」 

哺乳動物： さらに、「家族とのスキンシップ」 

ヒト：上記が満たされていれば、「死からの距離が大きい」 

・ヒトの成長段階 

子供：  親の庇護の下、本能的に生きる（本人は死を意識しないと思うが？） 

思春期：心と体のバランス困難 

青年期以降：社会環境への適応必要 

           社会への適応しづらさ＝死からの距離近くなる＝幸せになりにくくなる 

超高齢：利他的、自己肯定的（究極の幸せ）な心理状態になり得る 

2 章 ヒトの幸せとは一

体何か 

・ヒトの進化：二足歩行、体毛喪失、火の使用、言葉、定住化 

・進化したヒトの幸せは結構面倒くさい 

・ヒトは本能として「ベター」を志向する。遺伝子的に組み込まれている。 

・ヒトは知性と創造性とを手に入れ、作りだすことに「快楽」を感じる。 

 快楽（幸せ） → 中毒性 → 快楽のハードルを上げ続ける（幸せを減らす） 

・一人が創造した便利なものは、別の用途にも使用可能（例：ダイナマイト）。つまり、集団知

がヒト全体を変え、快楽加速。 

3 章 幸せは遺伝子に

刻まれている 

遺伝子と環境のミスマッチの拡大により、「幸福感を得られにくい」 

幸せの変遷： 

農耕以前：食うこと、喰われないこと、集団から追い出されないこと 

農耕後：  定住化 → 貧富の差 → 階級制度 →財産の発生 

①貧富の差で、妬み嫉み 「幸福感を得られにくい」 

②裕福でも尊敬がなければ 「幸福感を得られにくい？」 

正義は本能である： 

正義感や道徳心の強いヒトが生き残ってきた。（正義が通らないので、幸せになりにくいのか） 

フェアなことをする：幸せに感じる、逆にアンフェア：幸せに感じない 

コミュニティにマイナスのことをする→生理的に不快（DNA に刻まれたもの） 

4 章 なぜヒトは幸せに

なれないのか？ 

他人と比べるのが得意なヒトの遺伝子→コンプレックスを生み出す。「幸せになりにくさ」 

5 章 テクノロジーはヒト

を幸せにするか？ 

処方箋：自然回帰（農耕前に戻る）。現実的ではないので、テクノロジーの活用をして、社会をヒ

トの心と体にマッチさせる。（米国のアーミッシュは 18 世紀の生活。電気、自動車不使用） 

AI を含むテクノロジーの危惧： 

①戦争兵器、②ゲノム編集(新たなウイルス生み出す)、③スマホ（若年層は、まずはリアル

な人間関係を） 

6 章 幸せになるためー

生物学的幸福論 

（省略）上記のまとめ的 
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本書から離れての雑談：  

我々はどのような形態をもっているか ←（ちょっと考えてみました）興味がある人用 

ヒトはなぜ群れ、社会性を持たねばならなかったのか。ヒトの外形がその理由を示しており、我々はそれを変えることができな

い。（まあ、こんな体なんで、こんな感じで進化（変化）せざるを得なかったんですよね、生き延びるためには） 

 

１． ヒトは木から降りて生活しなければならなくなったアンラッキーな連中である。（外部環境の変化） 

２． 丸腰の、超弱い動物なので群れを作らざるをえない。 

３． 結果、道具を発達させ、コミュニケーションを発達させなければ生き延びられなかった。 

 

●アンラッキーな連中（餌が豊富な木から降りねばならなかった） 

  アフリカを縦断する大地溝帯→東側乾燥しサバンナ化→食べ物を得るために（地上へ）［一番単純化した説明］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●形態上ひ弱な生きもの（視野の狭さから、本来、地上に下りたってはいけない連中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●コミュニケーション発達と白目獲得（白目は襲われやすいが。メリット大） 

 

 

 

 

 

 

 

  

肉食動物のいる地上では、

視野の狭さは、弱いヒトにと

って、致命的 

→群れ化、道具、コミュ必須 
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別の著書 

『生物はなぜ死ぬのか』（読んでませんが、2 つ目の著書から） 

 

死ぬことは進化上必要  ⇒  無数の死の上に現在の我々がいる 

 つまり 「生物はなぜ死ぬのか」 ではなく 「死ぬものだけが進化でき現在存在している」 

 もっと簡単にいえば、「死ぬから進化できる」 

 

 「死ぬこと」 ⇒ 「他者を生かす」 ともいえる。 

 つまり 「個体」としては終わりでも ⇒ 「全体」にとっては意味がある  

 

 

『ヒトだけがなぜ老いるのか』 目を通しました 

 タイトルの意味：他の殆ど大部分の動物は老いずに死ぬ 

 

 「老化」 ⇒ ヒトが生き延びるために都合がよかった 

           シニアがいる集団が選択されて生き残った。（ここでのシニアは単に年寄りを示さず） 

 

 ヒトの寿命が延びたのは、シニアの共同体での活躍にある 

  いわゆる「おじいちゃん・おばあちゃん仮説」 ← 若いヒトにとって必要 

 

 シニアになると「公共」を意識しはじめる。社会に有用。   

 

  

＝＝＝＝＝ 

 


